
防災チェックリスト

2  住まいの安全対策

備えがあれば
人もペットも
落ち着いて
行動できます！

いざというときに各人とペットの状況を
報告し合えるよう、携帯電話番号や
SNSのアドレスなどを、暗記したり、紙に書いて携帯を。
災害用伝言ダイヤル171も覚えておきましょう。

災害発生時にペットだけが家にいて、
飼い主さんがすぐ帰宅できない場合も。
水が飲めず脱水症状に陥るとペットの命にかかわります。
こぼれてもどれかを飲めるよう、複数か所に置きましょう。

もはやいつ・どこで起きるかわからない地震や水害などの自然災害。大切なペットの命を守るために必要な備えはできていますか？
すべてにチェックがつくように、見直してみましょう。

防災
チェック

避難ルートは実際にペットを連れて
歩いてみましょう。

物の転倒・転落・飛散などでペットがケガをすることのないよう、
地震発生時に逃げこめる避難場所を作りましょう。
家具の固定や、落下するとペットに危険なものを
しまうことも大切です。

5  迷子・伝染病への備え防災
チェック

3  非常用持ち出し品の準備防災
チェック

防災
チェック 1  家族会議

愛犬・愛猫の

□ペットといっしょに避難できる
   最寄りの避難所と、
   避難ルートを確認する。

□家族それぞれの連絡先を
   確認する。

□ふだんから水を複数か所に。

□室内の安全な場所に
   クレートやキャリーケースの設置を。

□大判の布やタオル
□ペットと一緒にうつった
   写真・迷子札
□健康手帳・常備薬・処方食
□ハーネス・リード

□マイクロチップの装着と情報登録
□ワクチン接種と証明書（狂犬病・混合ワクチン等）

備えよう！

□キャリーケース
     （ケージ・クレートなどでも）

□フード・水（3～5日分が目安）

□食器

□トイレ用品
     （ペットシーツ・マナー袋・
      猫砂・犬マナーパンツ）

（水・フード共用の
折りたためるものが〇）

飼い主さんの指示で落ち着く、噛まない・吠えないようにするなどの
日頃のしつけは、災害時のトラブル防止にもつながります。

ふだんから慣れさせておくことで、
災害発生時や避難の際にペットが落ち着く場所になります。

4  しつけ防災
チェック

□ケージ・クレート・キャリーケース
   などに慣れさせる。

□愛犬のトレーニング

この記事は雑誌『いぬのきもち』『ねこのきもち』の特集を再編集しています。
健康・しつけや関係性・お世話など、愛犬・愛猫との暮らしがもっと充実する情報が満載の雑誌です。

雑誌とふろくを、
毎月ご自宅にお届け！
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